
 

お客様とのWOW(感動)ストーリー 2023 

「通勤時間の感動」 日垣 佳子 

 

 私はタカギ産業の本社から歩いて５分のところに住んでいます。 

そのたった5分の通勤時間でも知っているお弁当会社様の配達しているバ

イクを見かけます。女性の方がワクワクした気持ちで受け取っている時のあ

の笑顔を見ると、あの容器は私が梱包しているのだと伝えたくなります。 

お客様からのありがとうを直接聞くことはできませんが、あの笑顔にあり

がとうと私自身思いました。 

 

 

  

  

  

  

   

 


